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2023 年度 第１回理事会 抄録 

 

日 時： 日時：令和５年７月 29 日 13:30～16:30 

方 法： ZOOM システムによる WEB 開催 

出 席： 須貝＜会長＞、渡辺、君垣＜以上、副会長＞、山河、吉田、野尻、服部 

廣瀬、中島、林、加藤、奥谷、国枝、宮園、原、安井、藤井、宇佐美 

鈴木、児島（代理）、水上＜以上理事＞、柴、寺倉＜監事＞ 

森＜次年度学会長＞ 

欠 席： 田原理事 

総務部： 林、川瀬 

１．活動状況報告 

1)須貝会長（参加・出席報告） 

・岐阜県多職種連携研究会 

・日本作業療法士協会定時社員総会 

・協議会ならびに協会長・都道府県士会

長会議 

 ・岐阜新聞社とのｷｯｽﾞﾀｳﾝぎふ打合せ 

 ・岐阜県理学療法学会（来賓） 

・岐阜県リハビリテーション協議会総会 

・日本作業療法士協会講演会 

2)吉田理事（事業部活動報告） 

・各務原市健康フェスティバル 

・キッズタウンぎふ 

・高校生 1 日体験 

3)藤井理事（地域リハ推進部活動報告） 

・各務原市フレイル予防推進事業 

・地域支援事業派遣事業 

・JAOT 地域事業支援 

・POS 人材育成事業 

・GAOT 人材育成事業 

・認知症人材育成研修 

・障害認定区分・介護認定区分審査会 

派遣事業（岐阜市・大垣市） 

 

4)君垣副会長（活動報告） 

・県循環器対策推進協議会脳卒中医療 

連携部会 

・認知症研修会（9 月～11 月に 3 回） 

5)宇佐美理事（機関紙編集関連） 

・機関誌複写の問い合わせ対応 

・次号機関誌発行準備中 

・次次号機関誌への投稿案内予定 

6)林節理事（臨床実習指導者講習会） 

・臨床実習指導者講習会（ZOOM） 

→応募 32 名中 31 名参加 

7)山河理事（総務・会員情報・IT） 

 ・会員入退会状況 

 ・協会への会員情報提供覚書の件 

・メールアドレス登録とメール配信状況 

・郵便物誤配送通知用フォームの新設 

・新人オリエンテーション終了 

 →来年度は完全オンライン化も検討 

・総会委任状もオンライン化予定 

・災害安否確認実施予定（9 月） 

・各部局の PayPay 銀行の口座管理  

→総務部で一括管理 

 ・PayPay とクレカ決済の契約完了。 
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・活動費と日当の申請 

→部局活動は理事が代理申請、委員は

委員自身、理事会は理事自身が申請と

したい。 

 ・支給時期 

→年度末に合算支給 

・会計締めの時期 

  →物品購入、日当、旅費とも年 2 回へ 

8)宮園理事 

・監査終了と提出書類の不備について 

 →領収書への宛名記入不備目立つ 

 ・活動費振込遅延について 

  →今後、順次振込予定 

9)水上理事・服部理事 

岐阜圏域活動状況報告 

10)安井理事：西濃圏域活動状況報告 

11)原理事：中濃圏域活動状況報告 

12)鈴木理事：東濃圏域活動状況報告 

13)野尻理事：飛騨圏域活動状況報告 

14)田原理事（会長代読） 

ごったに 110 号発行準備中 

15)中島理事（学術研修） 

４分野合同学術研修会 114 名参加 

16)森島理事（現職者研修） 

・共通研修は参加募集中（9/3） 

・選択研修も準備中（10/29） 

17)国枝理事（社員総会・議案書） 

・第 13 回定時社員総会 

→定款変更議決・各議案議決された 

→会計報告で議案書の金額誤表示 

複数あり 

18)加藤東海北陸学会長 

・運営会議を延べ 15 回開催 

・市民公開講座用ポスター配布予定 

・演題募集 94 件 

・協賛依頼 252 件 

・実行委員リスト作成中 

・ｷｯﾁﾝｶｰ・機器展示などｲﾍﾞﾝﾄ企画中  

19)森学会長（来年度県学会） 

・日にちは 2024/6/16 

・場所は恵那文化センター予定 

２．決議事項 

1)地域リハ推進部の組織改編について 

（藤井理事） 

以下のことを、今後、士会内の部局 

および理事会等を通じて検討したい。 

・JAOT 組織改編組織づくり 

・２次医療圏ごとの OT 配置を 

・地域作業療法（フレイル、放デイ・ 

福祉機器など）展開 

→異議なし承認 

2)臨床実習指導者講習会の開催頻度 

（林理事） 

・今後は会員・非会員問わず参加費を 

徴収してよいか。 

・来年度は対面開催したい。 

→異議なし承認 

3)活動費単価と旅費（燃料代の単価）に

ついて（山河理事） 

値上げの必要性はないか？ 

   →財務部の意見領収後に検討（保留） 

4)謝金規定について（中島理事） 

・講師がコメディカル職種の場合の謝金

区分を明確にしたい。 

  →作業療法士と同等と解釈（会長） 

・謝金規定にある「会員」は、協会員と

県士会員のどちらを指すのか？ 

   →協会員である（会長） 

 


